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五島列 －下崎山町方言の動詞に

おける後舌母音の交替

フE 光 彦

1 • tまじめι
本稿比 －下崎山町で話されている を対象とし，

その語幹末子膏の産前の母音がいかに交替するかについて，ヂータの列挙とそ

の分析を話的とする九

まず注意すべきことは，本稿で示す培音交替現象は，意味の弁加とは無関係

であるということである。例えば，／am－／く舗む〉の完了形では［ada］～

〔oda］く舗んだ〉の両方が現れるが，これら二つの関に意味の違いはない。従っ

て，ここでiえ［ada］と［oda］という二つの自由変異（freevariation）が

存在し，ニつの間に fゆれjがある，ということである。この「ゆれjを奇韻

的に見れば，〔ada］～〔oda］は母音［a］と［o］のゆれであると蓄える。

寝では，このような母音のゆれを「母音交替Jとして捉え，これを規期化しよ

うとするものである。その際， f自畠変異というのは，語幹の形態素が二つ

（またはそれ以上）共容する状態ではなく，ゆれのある（母音交番を起こす）

ある紫性が蕪指定であるような語幹を一つ持っている状態であるjとい

う仮説に碁づいて，議を進める。

最初に，論旨を嬰捧にするために，動詞語幹の部分に償支上次のような図式
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subscriptの付け方などは，有元（1991: 79）と同じであるむまた，ヂ…タの

部分では，動訴の活用形の例を次のように挙げて行く 3）。

( 2) ヨク一止

一

d

d

d

冬一

k

k

k

，
耳
問
＊
＊

否定形

kawaN 

*kowaN 

*kuwaN 

*kata (A系列形）

kota (0系列形〉

*kuta (U系列形）

( 2）から分かるように，まず一番左に語幹基底形を挙げるc く〉には，その

大体の意味を記すc 活用形は，終止形・苔定形・完了患の3つを左からJll起こ挙

げる。そして， V1の位置にある母音が［a］で現れる形を「A系列形J,[o] 

で現れる形を ro系列形J,[u］で現れる形を「U系列形Jとそれぞれ呼ぶこ
とにする。従って，鍔えば（2）では， ro系列形の完了芳三Jは［kota]
た〉を指すことになる。

弘下のデータ及び分軒では， C1口／w,b，認／である動認をそれぞれ rw,b, 

岱語幹動詞」と呼ぶむこれらの動誇には，全て後者母音の交替が関わるので，

これらを一括して扱うことにするむまた， V1の位護には／a, i, u, e, o ／とい

う全ての母音が来ると論理的には考えられるが，実際は V1が /i,elである

は存在しない。

2.データ浸び考察

まず， V1出／a／である動謁の母者交替を見てみる。これらの動訴は，母音

交替を起こすか起こさないか，起こすとすればどの活用形で詰こすのかなどの

違いぷよって，表語的には次の8つのグループに分けちれる。

(3) a. Aグループ： A系列形は，完了形のみ不適格。 0系列形は，

形のみ漉格。 U系列形は，どの話用形でも不透諮a

b. Bグループ： A系宛形は，完了形のみ不適格。 0系列形は，完了
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五島弼島・下崎山町方言の動詞における後苦母音の交替（有元）

形のみ適格。 U系列形も，完了影のみ適格。

c. Cグル…プ： A系列形は，完了形のみ不適格0 0系列形iえどの

活用形でも適格。 U系男形は，どの活用形でも不通

格。

d. Dグル…プ： A系列形は，全て適格。 0系列形も，全て適格。む

系列形は，全て不適格ゃ

e. Eグル…プ： A系列形・ 0系列形 ・U系列形とも，どの活用形で

も適格。

f. Fグルーブ： A系列形は，全て遊詩c O系列形tt，完了形のみ適

格。 U系列形は，全て不通籍。

g. Gグループ： A系列形は，全て適務0 0系列形は，吾定形のみ不

適格。 E系列形は，全て不適格。

h. Hグループ： A系列形は，全て遥搭。 0系列形拭，適格性にゆれ

が生乙ているc U系列形は，全て適格。

以下の各節でtt，それぞれのグループのデータを！！演に挙げて考察して行くこと

にするむ

2. 1. A夕、んープ

まず， Aグループに属する動認を（4）に挙げる。

(4) a. /kaw－／く買う〉 ka2 kawaN *kata 

*ko2 *kowaN kota 

*ku2 *kuwaN *kuta 

/aw－／＜会う＞ a2 awaN *ata 

*o2 *owaN ota 

*u2 *uwaN *uta 

/utagaw－／＜疑う〉 utaga2 utagawaN *uti:えさata
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*utago2 *utagowaN utagota 

*utaguZ *utaguwaN *utaguta 

/tigaw－／く遣う〉 tSiga2 tSigawaN *tfigata 

*tfigoZ *tSigowaN tSigota 

*tfigu2 *tfiguwaN *tfiguta 

/utaw－／＜歌う＞ uta? utawaN *utata 

*uto2 *utowaN utota 

*utsu2 *utsuwaN *utsuta 

/naw山／く締う〉 na2 nawaN *nata 

*no2 事ドnowaN nota 

*nuZ *nuwaN *nuta 

/haw－／＜這う〉 ha2 hawaN *hata 

*ho2 *howaN hota 

＊φu2 ＊争uwaN ＊争uta

/tukaw－／＜使う〉 tsuka2 tsukawaN *tsukata 

* tsukoZ *tsukowaN tsukota 

*tsuku2 *tsukuwaN *tsukuta 

/kabaw－／く競う〉 kaba2 kabawaN *kabata 

*kabo2 *kabowaN kabota 

*kabu2 *kabuwaN *kabuta 

/sumaw－／く生まう＞ suma2 sumawaN *sumata 

*sumo2 *suロlOWaN sumota 

*sumu2 *suなlUWaN *sumuta 

/yuwaw－／く祝う＞ juwa? juwawaN *juwata 

*juo2 *juowaN juota 

*ju:? *ju:waN *ju:ta 

b. /kam－／く噛む＞ kaN kamaN *kada 
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五高列島・下崎山野方言の動詞における後音寺音の交替（有元〉

*koN 

*kUN 

*komaN 

*kumaN 

koda 

*kuda 

前述したが，これらの動鍔の場合， V1が［a] として現れる活用芳三（A系列

形）では完了形のみが不連格であち，終ま形及び杏定形は適格である（錦えば

/kaw－／く買う〉であれば， * [kata］く買った〉は不適格で、あるが， 〔ka2]

う〉及び、［kawaN］く貿わない〉は適格である）。 V1がお］として瑛れ

る活用形（0系列形）では，完了形のみが遇措で為ち，終j主形及び否定形誌不

遺構である（／kaw－／く震う＞であれば，〔kota］く買った〉は適搭であるが，

* [ko2］く賢う〉及び＊ [kowaN］く買わない〉は不適格である入そして， V1

が［u］として現れる活用形 (U系列形）では，終止形・否定形・完了形のど

の活用形でも不適搭である（/kaw-/＜貿う〉で為れば， * [ku2］く買う〉，

* [kuwaN］く買わない＞. * [kuta] ＜買った〉は全て不適搭である）。

U系列形は全て不謹格であるので，対象から外すとして，問題はO系列形の

完了患である。 0系列形では完了形のみが適格である。語幹の基底形でV1の

｛立賓にある母音拭／a／で関違いないであろうから（例えばく賢う〉であれば，

語幹の碁農形は／kow－／ではなく／kaw－／である）， 0系列形で完了形のみ

が適格であるというのは，「音便Jと関係があるということを示唆しているc

従って，有元（1990：左33）と同様，次のような規期を仮定してみる。

( 5) a/ o交替競期4)

ある動詩語幹に， ／tiで始まる接辞

が続くとき，語幹末分節皆の産能の母者／a/＇ま lo／ と

する。

C 
a→ o I ［十lab］ーも

(1990）では，規期（5）はく貿ってきた〉などの fテ形jにおける
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交替を記述するために袈定したものであった。勿論， も適用できるも

のであるから，現時点では（5）の形のまま しておくことにする。そこで，

例えば う〉で為才l＇ま，次のような涼生を辿ることになる。

( 6) /kaw-ta／→（ 5）→ kow-ta→（OR) s）→〔kota］く貿った＞

。系列形の完了形の連格性を記述するのに，「母音と／w／との融合j

という音声的にも一穀的な規則を設定することも考えられる。

(7) aw （→ o：）→ o I 

ここで先走りをして，この規則を更に一般的にすると，次のようになる5

(8) C 
a [+lab］→。

こうすることによって，例えば［oroda］く叫んだ〉や［oda］く議んだ〉など

の0系列形の完了形も ることができる。即ち，

( 9 ) a . / orab-ta／→｛存声性向化） 6）→ orab-da→（ 8）→［oroda] 

く叫んだ〉

b. / am-ta／→（有声性開先）→ am・齢da→（8）→［oda］く編ん

だ〉

のように，適格な影を涼生できる。しかし， O系列患の吾定形が漉格であ

拐に関しては，まずいことが超こる。／orab－／く叫ぶ〉のO系列形の者定形の

例を出そう。

(10) / orab-aN／→（ 8）→ oro-aN→＊  [oroaN］く叫ばない〉

（適諮な形は〔orobaN])

このように，（8）が適用されると，語幹末子音がその直前の／a／と融合し

6 



五島列島・下崎山町方替の動詞における後苦母膏の交替（宥元）

て補え，結果的に不適惑な形が採生されてしまうのである。（5）にしろは）

にしろ，いずれも W,b, ID語幹重告訴の V1の母音交替現象を一つの規期によっ

て記述することを目指したものであるが，は）のような融合規則ではうまく

行かないのである。そうかと言って，（合）のような完了形の場合には融合規

則（8）が適用され，（10）のような否定形の場合は a→oの母音交替規則が

適用されるとしたのでは，複雑になり通ぎ，何より同じ現象に対して同じ効果

を出すような規則をこっ設定することになる。勿論，（5）であっても，その

ままでは［orobaN]＜叫ばない＞などの形を説明することはできない0 ( 5) 

は完了形の場合にしか適用できないからである。しかし，ここでは（5）をど

つ るかについては述べず，詳細は2.3で示す。

2. 2. SグJレープ

次に， Bグループの例を見る。

(11) ／双raraw－／く笑う〉 wara2 warawaN *warata 

*waro2 *warowaN warota 

*waru7 *waruwaN waruta 

/araw－／く；先う〉 ara7 arawaN *arata 

*aro2 *arowaN arota 

*aru2 *aruwaN aruta 

/karawイく背負う〉 kara2 karawaN *karata 

＊註aro7 *karowaN karota 

くkaru2> <karuwaN> karuta 

3例しかないが，これらの例は， A系列形では完了形のみ不適格で，。系列形

及びU系列形では完了形のみ適絡である。 A系列形及びO系列形の適格性はA

グルーブの動詞の場合と閉じであるので，［warota]＜笑った〉などのO系列

形の完了形を導くためには規則（5）が適用されていると考えて良いが，問題

7 



はU系列形の完了形である。ここ Eすべきことは，（11）に挙げた 3つの

動詞に共通するものがあるということである。即ち，どの動詞の語幹も V1

V2=/a/, Cz口／げである。従；って， このことがBグル…プをAグループか

ら（そして，以下に述べるCグループからも）分けている決定的なことである

と考えちれる。そこで， U系列形の完了形を導くために，次のような義務的

(obligatory）に適用される規則を仮定する。

(12) a/u交替規則（義務規期）

a→ u/ar w-t 

この規則を鈍うと，例えば／waraw－／く笑う〉であれば，次のような派生過

程を迫ることになる。

(13) /waraw-ta／→（12）→ waruw-ta→（OR）→［ waruta］く笑っ

た＞

2. 3. Cグループ

次に， Cグループに属する動詞を見てみるむ

(14) /y抗aw－／く濯う〉 jata2 JatawaN *jatata 

jato2 jatowaN jatota 

常jatsu2 *JatsuwaN *jatsuta 

/hiraw－／く拾う〉 9ira2 。irawaN ＊。irata

9iro2 9irowaN 。irota

＊手iru2 ＊手iruwaN ＊号iruta

/soraw－／く整う〉 sora2 sorawaN *sorata 

soro2 sorowaN sorota 

*soru2 *soruwaN *soruta 

/ikaw－／く寛ぐ＞ ika2 ikawaN *ikata 

8 



五島列島・下崎山野方言の動詞における議苦母音の交替

iko? 

本iku?

ikowaN 

*ikuwaN 

ikota 

*ikuta 

これらの倒がA・Bグル…プと違うところは，まずO系列形である。 Cグルー

プのO系列形では，完了形のみならず，終止形や否定形も適搭になっている。

宥元（1991: 81, 88）でI±，この事実を記述するために，規則（5）を次のよ

うに改訂している。

(15) a. a/o交替規則

語幹末分節音が再審音である動詞において，語幹末分節音の藍

前の母音／a／は lo／ と交替する。

b. a/o交替規射の適薦方式

w語幹動認の終止・連体形及び否定形では連用され会いが，

了形では義務的に適用される。 b,m語幹動詞では，活用の

いに関係なく，語意的に適用される。

(15 a）を仮定すると，もはや「a/o交番現象は「音梗」とi玄関係がないjと

いうことになる 7）。しかし，今まで見てきたように，（15b）は改訂しなくては

ならない（(16）では（15b）のb,m語幹動認に関する記述辻省略）。

(16) a/ o交替規期の適用方式（改訂版〉

A・Bグループの終止形・否定形では適用されないが，

では義務的に適用される。 Cグループの襲lt.形・杏定形では蹄

に適用され，完了形では義務的に適用される。

ここで問題になることがある。（15引のように改前すると，いずれにせよ

(16）のように，どのように適用されるか〈義務的か随意的か〉を活用形ごと

に規定しなければならなくなる。そもそも活用形の違いは動詩語幹の後に綾く

接辞の違いであるので，（16）のように活用形ごとに規期の適用の社方を規定

9 



していては，（15a）がadhocな規則になる。

そこで，まず語幹の基底形の問題を考えてみる。 で挙げたデータ

基農形では，暗黙のうちに， V1口／a／であると仮定し，これに基づいてな2)

や（15a）の母音交替規期を設定してきたむしかし， V1の碁農表示（under-

lying representation）が動詞ごとに瀧うとしたら，どうなるであろうか。例

えば， Aグループ及びBグループのA系列形 ・O系列彰の適格性は，「A系列

形は，ヲ芸T形のみ不適格。 0系列形は，完了形のみ適諮J((3a, b）参服）と

いうように荷方とも同じである。このことから， Aグループ及びBグループに

る動詞のV1の基底表本Ii,/ o／ではまく／a／であることには鍔違いな

いだろう。一方， Cグル…プで拭， a/o交替現象は全ての活用形に起こってい

るので， V1の基患表示iま／a／でも lo／でもどちらでも良いことになる。即

ち， Cグル…プの動詞の語幹は，／Xaw－／～／Xow－／という二つの自由変異を

持っていることになる。これは，語幹に二つの形態素を設定していることに也

ならないc しかし，簡潔さの点では，語幹形態素は一つであるに越したことは

ない。そこで，／Xaw－／～／Xow－／のゆ

ることから，このゆれをむののよう

して，語幹基哀形を…つにしてみる 8）。

には／a／と lo／ のゆれ

[low］の指定の違いに
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このように， A・Bグル…プとCグループとの濃いは， V1の憲性 [low〕に

プラス（＋）が指定されているか，それとも舞指定（unspecify）で為るかの

違いである。ここでは，告詣変異を， V1のある紫性の憶が無指定であると捉
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五島列島・下時出荷方言の動諦における後舌母音の交替（有元）

えている。よ与厳替に蓄えば，「自由変異というのは，／Xaw－／～／Xow－／と

いうこつの語幹が共存する状態ではなしゅれのある V1のある素性が無

指定で為るような語幹を

ることになる。

ている状態であるjという佼説ι基づいてい

そこで次に， a/o交替規期というものを考え寵してみる。 V1の位置におい

てa→oの交替が超こるということは， A・Bグループの完了形では〔十low]

を［－low］に義務的に変えることであるo Cグループでは，完了形の場合と

終止形・否定形の場合とに分けられ，前者の場合は銑指定の［low］にマイナ

ス（一）の舗を義務的に入れる規制であり，後者の場合は？イナス（一〉また

はプラス（十〉の値を入れる規期が必要となる。しかし，後者の場合では，既

に基農表示の段階で（17b）のようにしているので，これ以上a/o交替規則を

適用する必要はなく，辞書部門（lexicon）を出るまでな7b）の表示のままで

良い。（17b）の［low］の値は，辞書部門を出る時点で，自動的にプラスかマ

イナスかの植が付与される口従って， A・B・Cグループの完了形にのみ適用

されるようなa/o交替規則を設定すれば良いことになる。これは次のようにごと

る。

(18) aノ。交替規則（義務規則）

[ V 時 ack］→［-low] ／一一
-high 

各グループの適用例は，次の通りである。

(19) a. r V l r V 1 
/k l十backI w-ta／→（18）→ k I + back I w-ta→（OR) 
I -high I I -high I 
l + low J l -low J 

→［kota］く買った〉
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b. f V l 
/war i÷back I w-aN／→（ (18）は不適用）
I -high I 
l +low J 

-+ [warawaN］く笑わない〉

c. r V l I V l 
/yat I十bac註iw-ta／→（18）→ yat I + back I w-ta 
I -high I I -high I 
l O low J l -low J 

→（OR）→［jatota］く躍った〉

d. [ V l 
/yat I +back I w-aN／→（ (18）は不適用）→（OR)
I -high I 
l O low J 

r V l I V l 
→ yat I +back I w-aN～ yat I + back I w-aN 
I -high I I -high I 
l + low J l -low J 

→［jatawaN］～［jatowaN］く麗わない〉

/kaw－／く買う＞誌Aグループの動詞，／waraw－／く笑う〉はおグループの動

/yataw－／く雇う〉はCグループの動詞である。（19a, c）では（18）が適

用されており，（19b, d）では（18）泣適用されないc

ここで，（12）のa→uの交番について振ワ返ってみる。 Bグループの動詞

の語幹は，（17a）のような表示になっているので，（12）は次のように書き換

えること治宝できるむ

(20) a/u交替規尉

V r十highl 
〔十low］→ i-low J / ar w-t 

この際， Aグループの動詞と区別するために，なめの環境に arという部分は

必要である。ここで気になることは，（20）によって［hig引の指定だけでな

12 
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く，［low］の指定も変えていることである。 [low］の指定は，似たような

境で（18）によって変えられることから，［low］の指定の変更はむ8）に託

[high］の指定のみを変更する規則として，（20）を次のように攻訂してみ

る。

(21) o/u交替規則

V→［十high]/ ar w咋

この規期は，（18）よちも議に適用されなければならない。例えば， Bグル

プ動詩の／waraw－／く笑う〉のU系列影の完了形は，次のような派生をするc

c22) r v 1 r v 1 

、除、，色
、岬＇－

ょう。

/war i十backI w-ta／→（18）→ war I + back I w-ta→（21) 
I -high I I -high I 
i÷low J l -low J 

f V l 
→ war I + back I w-ta／吋（OR）→ 〔waruta]＜笑った〉
i÷high I 
l -low J 

(21）を一般化してみる。次のようなデータがあることに注意し

(23) a. /asob－／く遊ぶ〉 aSON asobaN asoda 

*asaN *asabaN *asada 

aSUN asubaN asuda 

b. /nob－／く延びる〉 IlON nobaN *noda 

nonda 

*naN *nabaN *nada 

*nanda 

llUN nubaN *nuda 

nunda 
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c. /tanom－／く頼む＞ tanoN 

*tanaN 

&tanuN 

tanomaN 

*tanamaN 

&tanumaN 

tanoda 

*tanada 

* tanuda 

これらの動詞では， V1=/o／であり， U系列形の完了形が適格となっている D

勿論，（23b）は語幹基底形でV2＝併（ゼロ）である点で例外，（23c）はU系

列形の完了形が不適格で，終止形・否定形が適格であるという点で考慮の余地

があるが，これらを保留して（21）を仮に次のように改訂してみる。

(24) o/u交替規則（改訂版）

C 
V→［ +high] / a ［十cor]

C 
[+lab] -t 

勿論，このように改訂したとしても，（18）より後に適用されるという線条的

順序（linearordering）は変わらない。従って，（24）によって， Bグループ

動詞のU系列形の完了形だけでなく，（23a）のようなものも記述できるので

ある。では，（23b, c）のような例外があるにも拘らず（／yataw－／く雇う＞も

(24）が適用されて＊ [jatsuta] ＜雇った＞が派生される点で例外である）， な

ぜ（24）のような一般化を仮定したのか。これは， まずC1を［＋lab］で，

C2を［+cor］でまとめられるからである。また， V1=/o／である動詞で，

適格なU系列形が表面に現れるのは，今までの調査では（23）の 3例だけだか

らである。これらは， U系列形が（20）のような a→uの交替によるのではな

く， o→uの交替によるものである，ということを示す傍証になるかも知れな

い。しかし，現段階では（24）は暫定的なものであることを明記しておく。

2. 4. Dグループ

次に， Dグループの動詞を見てみる。

(25) a. / orab-/ ＜叫ぶ＞ oraN orabaN &orada 

14 



五嘉列島・下崎山町方言の動詞におけ ｛事元）

OYON orobaN oroda 

*oruN *orubaN *oruda 

/erab－／く選ぶ＞ 9) jeraN jerabaN jerada 

jeroN jerobaN jeroda 

取eruN *erubaN *eruda 

b. /am－／く編む〉 aN tえ江laN ada 

ON 0ロlaN oda 

*UN *umaN *uda 

/ogam－／くt竿む〉 ogaN ogamaN ogada 

ogoN &ogomaN ogoda 

*oguN *ogumaN *oguda 

/tukam－／く掴む〉 tsukaN tsukamaN tsukada 

tsukoN tsukomaN tsukoda 

*tsukuN *tsukumaN *tsukuda 

/kogam－／く思む〉 註ogaN kogamaN kogada 

kogoN kogomaN kogoda 

*koguN *kogumaN *koguda 

(25）の鰐では， A系列形及びO系持形は，どの活用形でも適格であるが， U

系列形では全て不適格である。これらは，一見Cグループと叡た振る舞いをし

ているように見えるが， Cグループと異なる点は， A系列形の完了形が適格と

いうことである0 t足って， DグループをCグループから区別するためには，

(18）の環境を変えるのではごとく， Dグループの語幹碁農形を次のように

する方が良い。
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〔十cons，十lab］は／b,mlのことであるので， C1=/b,mlのとき V1の｛立

電にある母音の素性［low］は基底で指定されていないということになる。こ

れによって，規期（18）が適用されるのを免れる。

2. 5. Eグルーブ

次に， Eグループの例を見てみよう 9

(27) a. /narab－／く並ぶ〉

b. /kagam－／く屈む〉

/tatam叩／く畳む〉

naraN narabaN 品narada

naroN narobaN naroda 

naruN narubaN naruda 

kagaぷ kagamaN kagada 

kagoN kagomaN 訟agoda

kaguN kagum街、J kaguda 

tataN tatamaN tatada 

tatoN tatomaN tatoda 

tatSUN tatsumaN tatsuda 

A系列影・ 0系列形が全ての活用形で適搭であることは， Dグループと同じで

ある。違うのは，じ系列形が全て適格になっていることであるむこれは， V1

の素性［high], [low Jの指定が基底で無指定であることを恭している。そこ

で，次のようぷ語幹基ま形を設定する。
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ここで／narabイく並ぶ＞， /tatam－／く畳む＞の完了形には，（24）が適用さ

れる可能性があることに気付くであろう 0 (24）については，ぞれがどういう

適用方法を取るのか（義務適用か随意適用か〉何も言っていなかったo しかし，
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義務的に適用されるとすると，上記2例の完了形には， U系列影しか出て来なく

なる。従って，（24）は随意規則としなければならない。以下には，／narab-/

く並ぶ〉の派生｛売を挙げておこう。

(29) a.終止器

f V 1 
/nar I +back I b-2/→（OR）→［naraN］～〔naroN]
I o high I 
l Olow J 

～ [naruN］く並ぶ〉

b.否定形

C. 

f V l 
/nar i十backI b-aN／吋（OR）→［narabaN］～［narobaN]
I o high I 
L O low J 

～［narubaN〕く並iまない＞

f V l 
Inぽ i+ back I b-ta／→（OR）→［narada］～［naroda] 
I o high I 
iむlow J 

～［naruda］く並んだ〉

r v 1 r v 1 
/nar i十backI b-ta／→（24）→ nar I + back I b-ta/ 
I o high I I + high I 
L O low J l O low J 

→（OR）→［naruda］く並んだ〉

完了形（29c）では，（24）が適用される場合とされない場合を挙げた。はり

が適用される場合は，（24）によって［十high］が付与された後，普遍的 (uni-

versal)会規賠によって［low］にはマイナスの鎖が付号される10}0 従って，

この場合にはむ系列形しか出ない。これは，重捜していて一見無駄なよう

えるが，（18), (24）の適罵環境を稜雑に変えるよちは良い。また，今までう

17 



まく説明できていたBグループに対して墜さをすることもないゆ。

2. 6. Fクルーフ

次に， Fグループの動詞を見る。

(30) /syagam－／くしゃがま.r> fagaN fagamaN fagada 

*fagoN *fagomaN Jagoda 

*fagUN *fagumaN *faguda 

/tumam－／く掠む〉 tsumaN tsumaロlaN tsumada 

*tsumoN *tsumomaN tsumoda 

*tsuロlUN *tsuロ1umaN *tsumuda 

このグループ辻， Aグル…プと似ているが，異なる所はA系列形の完了形が適

搭であるという点である。しかし，そうであるからと震って，（18）を

C 
[+lab] -t 

と改訂し，（31）は随意規期であるとしては，今までうまくいっていたAグル…

プの完了形を説明できないことになる。語幹基東形のV1の基底表示はAグルー

プと開じであるから，次のような規財を設定することにする。

(32) a/ o交餐規出（随意規則）

[ V 十回ck］→同］／
-high [ !1~b8] 七

この震則は，その環境から言ってDグループの完了形にも適用される。掠生併

は，次の連ちであるc
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(33) a. Dグループ

f V l 
I or I + back I b-ta／→（OR）→［orada］～［oroda] 
I -high I く呼んだ＞
l O low J 

r v 1 r v 1 
I or I + back I b-ta／→（32）→ or I十backI b-ta 
I -high I I -high I 
L O low J l -low J 

→（OR）→［oroda］く叫んだ〉

b. Fグループ

f V l 
/tum I÷back I部一切／→（OR）→［tsumada］くつまんだ〉
I -high I 
l +low J 

r v 1 r v 1 
/tum I +back I mぺa／→（32）吋 tumi÷back I m-ta 
I -high I I -high I 
l十low J l -low J 

→（OR）→〔tsumoda］くつまんだ〉

ここでは，（32）が題意規則であることから，（32）が適用されない場合とされ

る場合の派生鰐を挙げている。いずれも適格な形を派生する。

2. 7. Gグjレ…ブ

次に， Gグループの動詞を見てみる。

(34) /neram－／く現む〉 neraN nera立laN nerada 

neroN *neroロlaN neroda 

*neruN *neru立laN *neruda 

/itam－／く痛む〉 itaN ita立laN itada 

itON *ito口laN itoda 

*itSUN *itsumaN *itsuda 
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このグループは例外的である。今までのグル…プでは， A系列形・ 0系列形－

U系列形のどの系列形であっても，終止形と石定形の漉格性は開じで為ったむ

却ち，終止形が適格であれば必ず百定形も適搭であった。その意味で，終止形

と否定形は関じまとまりとして扱い，完了形だけをこれらと別物として扱うこ

とが妥当であって，事実そうしてきた。しかし，このGグループのO系列形で

詰，苔定形だけが本適格であるc 今までの枠組みでは，この現象を説明するこ

とはできないが，気になることは，間幹の基底形が（34）の二例では似ている

ことである。国式化すると，両方とも次のような環境を持っている。

(35) c
i
l－
－

i
 

[ -back] [ +cor] a m 

これiま，鋳然とは思えない。なぜ、なら，このような環境を持つm語幹動詞は，

数の点で非常に隈られているからである。（35）の C1を［＋lab］としても，

そのような環境を持つ勢調の数試限られていて，非常に少ない。何らかの規男

性はありそうだが，現時点では保留する。

2. 8. Hグんープ

次に， Hグループの動謁令見てみようむ

(36) a. /kizam－／く刻む〉 kidzaN kidzamaN kidzada 

*kidzoN * kidzomaN * ／÷kidzoda 

kidzuN kidzumaN kidzuda 

b. /hasam叩／く挟む〉 hasaN hasamaN hasada 

＊／十hasoN ＊／十hasomaN hasoda 

hasuN hasumaN hasuda 

これら二慨は， O系列形で漉搭性にゆれが見られるものである（適格性のゆれ
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は，記号＊／十で表す）。（36a）では完了形で，（36b）では経止形と否定形で

ゆれが見られる。いずれにしても， A系列形とU系列形はどの活舟形でも適格

であるので，今までのグループとは別の扱いをする必要があると思われる。し

かも，（36）ではm語幹動詞二例しか挙げてい会いにも拘らず，（36a）と (36 

b）は語幹基底形がどちらも C2=[ +cor，十strid] （歯茎輩擦音）である点で

共通している。更に， C2＝コ［十cor,+strid], V 1 =/a/, C1 ＝［十labJ -r:ある

動認は，忽が調べた限りでは，このご例以外にはないの以上のことから，待ら

かの規期性は認められるものの，ヂータそのものの適格性がゆれていることか

ら，保留せざるを得ない。今後の調査に期するもので為る。

2. 9.後活母音交替を組こさf,J:ぃi§lj

ここでは，後苦母音の交替を起こさない例，期ちO系列形 ・U系列形のどの

活用形も不適搭である例を挙げる。

まずw語幹動詞についてであるが，これは例外なく V1位／a／であれば母音

交替が起こる。 b語幹動誤についても例外がない。程し，む語幹動部は三例し

かなく，しかもそれらの動詞は全て語幹恭底形の環境が怯ているため，余り確

かなことは替えないかも知れない。次に， m語幹雲寺認で、為るが，母音交替を起

こさない例は，次（］）動詞である。

(37) /netam－／く頼む〉 netaN netamaN netada 

*netoN *netomaN *netoda 

*netsuN *netsumaN *netsuda 

/kibam－／く黄ばむ〉 kibaN kibamaN kibada 

*kiboN *kibomaN *kiboda 

*kibUN *kibumaN *kibuda 

/nayam－／く髄む〉 naJaN naja立laN najada 

*najoN *naJomaN *najoda 
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*najuN *najumaN *najuda 

/uram－／く恨む〉 uraN uraロlaN urada 

*uroN *uroロlaN *uroda 

*uruN *urumaN *uruda 

以上， V1 である動語の母音交普現象を克てきたが，ここで、V1=/o/ 

及びV1=/u／である動詞 それぞれ（38), (39）に挙げておく。

(38) V 1 =/o/ 

a. /yow－／＜酔う〉 jo2 JOWaN jota 

*ja2 *jawaN *jata 

*ju2 *juwaN *juta 

/mayow－／く迷う〉 majo2 majowaN 口1ajota

*maja2 *majawaN *majata 

*maju2 *majuwaN *majuta 

/sokow－／く繕う〉 soko2 sokowaN sokota 

*soka2 常sokawaN *sokata 

*soku2 *sokuwaN *sokuta 

b. /tob－／く飛ぶ〉 tON tobaN *toda 

tonda 

*taN *tabaN *tada 

*tanda 

*tsuN *tsubaN *tsuda 

*tsunda 

/yob－／く呼ぶ〉 JON jobaN joda 

*jaN *jabaN *jada 

*jUN *jubaN *jなda

/korob－／く転ぶ〉 koroN korobaN koroda 
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*koraN *korabaN *korada 

*koruN *korubaN *koruda 

/hakob－／く運ぶ〉 hakoN hakobaN hakoda 

*hakaN *hakabaN *hakada 

*hakuN *hakubaN *hakuda 

/huttobイく吹っ飛ぶ〉 争uttoN φuttobaN 争uttoda

＊争uttaN ＊争uttabaN ＊やuttada

＊争uttsuN ＊争uttsubaN ＊中uttsuda

/nekorob－／く寝転ぶ〉 nekoroN nekorobaN nekoroda 

*nekoraN *nekorabaN *nekorada 

*nekoruN *nekorubaN *nekoruda 

c. /yom－／＜言売む〉 jON JO紅laN joda 

*jaN *ja日laN *jada 

*jUN *jumaN *juda 

/nekom－／く寝込む〉 nekoN nekomaN nekoda 

*nekaN *nekamaN *nekada 

*nekuN *nekumaN *nekuda 

/no治一／く欽む〉 IlON nomaN noda 

*naN *na立laN *nada 

*nuN *nuロlaN *nuda 

/kakom－／く臨む〉 kakoN kakomaN 註akoda

*kakaN *kakamaN *kakada 

*kakuN *kakumaN *kakuda 

/hekom－／く白む〉 hekoN hekomaN hekoda 

*hekaN *hekamaN *hekada 

*hekuN *hekumaN *hekuda 

/hik註om－／く凹む＞ 。ikkoN 9ikkomaN 。ikkoda
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*9ikkaN *9ikkamaN *9ikkada 

＊号ikkUN *9ikkumaN *9ik註uda

/nozom－／＜望む＞ nodzoN nodzomaN nodzoda 

*nodzaN *nodzamaN *nodzada 

*nodzuN *nodzumaN *nodzuda 

/sibom－／く萎む〉 siboN sibomaN siboda 

*sibaN *sibamaN *sibada 

*sibuN *sibumaN *sibuda 

/suborn－／＜萎t!> suboN subomaN suboda 

*subaN *subamaN *subada 

*subuN *subumaN *subuda 

/mom日／く採む〉 ロlON 江10立laN moda 

＊ロlaN ＊ロ1aロlaN *mada 

＊立lUN ＊ロrnmaN *muda 

(39) V1 =/u/ 

a. /suw－／く吸う〉 su2 suwaN *suta12l 

su: su:ta 

*so2 *sowaN *sota 

*so: *so:ta 

/kuw－／く食う〉 *ku2 kuwaN kuta 

註u: ku:ta 

*ko2 ＊／十kowaN *kota 

*ko: *ko:ta 

/nuw－／く縫う〉 *nu2 nuwaN ＊／十nuta

nu: nu:ta 

*no2 *nowaN *nota 
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五島列島・下崎山町方言の動詞における後者母音の交替〈有光）

*no: *no:ta 

/nuguw－／く拭う〉 nugu2 nuguwaN nuguta 

nugu: nugu:ta 

*nugo2 *nugowaN *nugota 

*nugo: *nugo:ta 

/sukuw－／く掬う〉 suku2 sukuwaN sukuta 

suku: suku:ta 

*suko2 *sukowaN *sukota 

*suko: *suko:ta 

/yuw－／＜結う〉 ju2 JUWaN juta 

ju: ju:ta 

*jo? *jowaN *jota 

*jo: *jo:ta 

/kuruw－／く狂う〉 kuru? kuruwaN kuruta 

kuru: kuru:ta 

*kuro? *kurowaN *kurota 

*kuro: *kuro:ta 

る./musub－／く結ぶ〉 ロlUSUN musubaN musuda 

*musoN *musobaN *musoda 

c. I主；um－／く汲む〉 kUN kumaN *kuda 

kunda 

*koN *komaN *koda 

*konda 

/sidum－／＜沈む＞ sidzuN sidzumaN sidzuda 

*sidzoN *sidzomaN *sidzoda 

/yasum－／く件む〉 JaSUN Jasuma災 jasuda 

*jaSON *jasoロlaN *jasoda 
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/hum－／く踏む〉 φUN 

*hoN 

/ayum－／く歩く〉 ajuN 

*ajoN 

/um－／く膿む＞ UN 

/nikum－／く憎む＞

/susum－／く進む〉

/tum－／く平麦む〉

/tutum－／く包む〉

*ON 

nikuN 

*nikoN 

SUSUN 

*SUSON 

tSUN 

*toN 

tsutsuN 

* tsutoN 

/yurum-/ ＜綾告〉 juruN 

*juroN 

/sudum－／く諒む〉 sudzuN 

*sudzoN 

争umaN

*homaN 

aJumaN 

*ajomaN 

uロlaN

*omaN 

nikumaN 

*nikomaN 

susuロlaN

*susomaN 

＊φuda 

φunda 

*hoda 

*honda 

ajuda 

*ajoda 

*uda 

unda 

家oda

*onda 

nikuda 

*nikoda 

susuda 

*susoda 

tsumaN * / + tsuda 

*tomaN 

tsutsumaN 

tsunda 

*toda 

*tonda 

tsutsuda 

* tsutomaN * tsutoda 

jurumaN juruda 

* juromaN * juroda 

sudzumaN sudzuda 

* sudzomaN * sudzoda 

以上の例から分かるように，（38）では o→aの交替も o→uの交替も越こっ

ていない13）。また，（39）では u→oの交替も起こっていない（u→aの交替に
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五島列島・下崎山町方替の動調における後苦母悲の交替〈者元）

ついては未鵡査）。適格性のゆれは， ＊I+[kowaN］く買わない＞， *I+ [nuta] 

〈縫った〉，＊／十［tsuda］く穣んだ〉に見られる。

3鍵おわりに

以上，動詞の活用形における母音の交替は，意味の弁加に無関保であって，

これを交帯する母音の基或表示の素性が指定されてい会いことで説明してきたO

開ち， V1の位置にある母音を不完全指定（underspecif y）することによって，

後舌母音の交響規則をより簡潔なものにすることを目指してきた。ここで，再

と母音交替規則を挙げておく。
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Ql上，各グル…プの語幹基底形を挙げたが，良く見ると，これらの内の幾っ

かは一つにまとめちれるように思える。例えば，（40b）と（40c）は一つにま

とめて
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…［詣l[ + ~b J 
I ・ ・ ・ C ・ Dグループ

とすることができるように思える。しかし，このようにまとめることには意味

がまい。そもそも性的は，単に分類上（taxonomic）のものである。ある動

認が（3）のどのグループに議するかとか，（40）のどの分類に属するかとか

の爵題ではなく，ある動詞がどういう

例えば，／orab叩／く叫ぶ〉は，

(42) / or r V l b -／く呼ぶ〉
I +back I 
I -high I 
l O low J 

ているかが問題である。
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(40 6 と（43a）辻同じで為るが，これも動詞ごとにV1の指定が決められて

おり， m語幹動詩の中には， Fグル…プのように援る舞う動詞もあれぜ，（37)
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五島列島・下崎出町方言の動詞における後苦母音の交替（有元）

のように撮る舞う動詞もある，ということである1ヘ
次に，後舌母膏の交替規則を挙げておく。

(44) a. a/o交替規則（義務規則）は（18)

[ V l +back i→［－low] / w -t 
-high J 

b. o/u交替規期（臨意規賠） = (24) 

C C 
V→（十high]/ a ［十cor] [+lab] -t 

c. a/o交替規則（随意規則） = (32) 

いお）→川／ ( !1~b8) t 

(44 b）は（44a）の後に頼序付けられている。派生例はそれぞれの節で挙げ

たので，ここでは省略する。

動詞というのは，数のよで非常に躍られた範轄である。それにも拘らず，例

外が出てくる。本稿では，そういった例外を保留して，議議を進めてきた。ま

た，様々な提案も提出してきた。その中には，本構で述べた記述とは全く異な

るphonotacticな制約に関わるのではないかと考えられるようなものもある。

それゆえ，全体の枠組みが明瞭でない部分も多くある。以上，全て，今後の韻

査及び、明究によって，記述の精度を高めるまでである。

註

1）本積は，省元（1991）の ra/o交響Jの部分の改訂販である。春先（1991）では，
この母者交磐現象を「母膏交替AJ（宥元（1991: 80））の…っとして捉えていた

が，後の鵡査によって， fa～o交替jではまく，「a～o～u交替j即ち f後舌
として捉え薩さねばならないことが分かった。従って，本稿では，草子

元（1991）のadhocな記述を止め，新たなデータと共に，新たな持組みを使っ

て，より体系的な記述を目指す。本稿のデータti，主に1990年7月28～308・ 
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1991年8月6～8誌の調査によって得られたものである。インフォーマントは，

白浜キヨ子氏（昭和4 (1929）年生，女性）にお霊長いした。記して，惑謝致しま

す。

2) C=[-syllabic], V=[+syllabic］とする。

3）音声形の左舗にfすけた各種の記号に辻，次のような意味がある。まず，記号朱は，

その音声形が不適格であることを表す。記号？はその膏声影が少々奇妙であると

インフ会ーマントが感じている形，記号＆は開いたことがある形であることをそ

れぞれ表す。また，昔持表部は欝略表記を探っている。碁底形を記号／／で，

音声形を記号日で括って示すが，文朕上明かな笛請でiま省略する。記号＜＞

は，未調査項践を表す。境界記号ーは，形態棄境界（morphemeboundary) 

を表す。活用形の種類の名殺、は便宜上のものである。正確に言えば， f終止形j

f杏定形Jf完了形jは，それぞれ f未完了肯定達体形jf米完了苔定連体形J
了肯定連体形jである。

4) [lab〕ヱヱlabial, [cor] =coronal, [cons] =consonantal, [strid] = strident 

とする。素性（distinctivefeatロre）に関する細かい議論は一切省略する。ま

た，音韻規則は，煩雑を避けるため，必要な部分のみ素性を憤って表す。

5）本犠に関与しない音韻規則については，全て省略し，それらをまとめてOR(other 

rules）とする。この中には，例えば，

( i ) C吋ヂ／ …t 

のような規射などが含まれる。

6) 1有声性問化jとは，語幹末子音が有声であれば，完了の接辞／ta／の It／が有
声イヒする， という鑑別である。

7）歴史的に言えば， a吋 0の交替は完了%のみに適窮されていたものが，類推

(analogy）によって，務止形や荏定形などの完了形拡外の活用形にも波及して

しまったO そこで，共時的には／Xaw－／～／Xow－／というこつの語幹を持つよ

うになったと考えられる（X拭variableを表す。従って， 手（ゼロ〉でも長い）。

8）ここで気付くことは，（4b）を紫視していることである。本来なら（17a）に組

み込まねばならないのであるが，（4b）一例しかないことが少々気に会る。調査

が不十分であるのか，それとも（4b）のような例が本当に存在するのか（自分

の議資自体を疑っている訳でiまない），現時点では不明だが， もしそうであるの

なら，（17a）のC1の笠置は／w／だけでなく ／mlも含めないといけなくなる。

そうすると，母膏交替規尉（18）の環境も変えなければ会らなくなち，枠組みの

大きな改前も吾、要になってくる。知議，改訂は！巌わないが，現時点では（4b) 

の例は保留しておくことにする。無指定の憲性の｛壌は 0 （ゼロ〉で表す。

9) [e］と［je］は対立しない。



五島列島・下締山宵方震の動詞における後舌母音の交替｛有元）

10）これは，次のようま去定期である。

[ +high〕→［…low]

これは， Chomsky& Halle (1968）では redundancyruleとか linking

ruleと， Halle& Vergnaud (1987 : 148間的ではpersistentruleとかふrule

(internal rule）と呼ばれているものである。静繕は省略する。

11）このEグループの動詩I±, (27）のように三例しかないが，語幹器産形について

気になることがある。恨のの動詞の語幹は全て，次のようなこ点で共通してい

る。

( i ) V 1 = V 2 =/a/ 

(ii) C2とc3の素性［cor], [back〕，［grave］の指定が同じである。
｛けについては，本節では， V1ロ［十back,0 high, 0 low］と碁底では指定

しであるので，厳容に言えばV1手V2である。しかし，表面的には（ i ）が雷

える。（ii）に関しては，議性［corJ, [back], [grave］のうち， どの素性が

関与的（relevant）であるのか，明らかにはなっていない。また，（27）では b,

m語幹重言語の例しかないが，（i ）の点では（11）のBグループとも共通してい

ることが興味深い。以上のことは，とても偶然の一致とは思えない。従って，何

らかの規則性があるように思えるのだが，このことについては別の畿会に譲るこ

とにする。

12）ちなみに， U系列形の完了影（* [suta] ＜吸った＞な
になるのは，次のような音節数条体のためである。

（有光（1991：左189))

が本適格

（完了形において）語幹米子音が問答音（bilabial）で，その直前の

母音が／u／である動訴において，その語幹が一審節である場合，鐙

母音形は不適格となる。

組し，［註uta〕＜食った＞. [juta］く結った＞は語幹が一音節であるにも拘らず

溜格であり，また ＊I+[nuta] ＜繕った＞，＊／十〔tsuda]＜績んだ〉では適搭

性の判新がゆれている。

13) V 1 =lo／の動認で，じ系列形が適格に者る例は，既に（23）で挙げた。
14) (40）を晃ると，従来／a／としていたものを，本稿では次の 3謹類に分けてい

ることが分かる

い） a. r V l b. f V l 
i十backI i十backI 
I -high I I -high I 
L + low J l O low J 

c. [ gおi
また，（43b, c）から分かるように，後背母音には，（ i ）の他に lo/,lulも

存在する。これらの基患表示は次のようになるc
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b. l：討／u/
( i ) ' (ii）が全て互いに弁別的（distinctive）であるならば，

後舌母音だけで5つもあることになってしまう。（i U と（ii a）と ( ii b）が
互いに弁別的であることはまず関連いないだろうが，問題は，（i b）と（ i a), 

a），そして（i d と（i a), (ii a), (ii b）がそれぞれ弁知的であると言っ
て臭いのかどうかであるO この開題には理論上決定的なことが含まれているので

為るが，不十分会議論を展開するよりは，ここで止めておく方が良いようである。

理論上の体系的な枠組みについては， 5Jlj積に譲る。
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